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上野公園の桜亀山市桜まつり

高石垣を囲むように咲き誇るソメイヨシノ～春の穏やかなひとときを～

　日本で１、２を争う高さを誇る石垣をもつ伊賀
上野城がシンボルの上野公園内では、春になると
ソメイヨシノが咲き誇ります。伊賀上野城の天守
閣から見下ろす満開の桜は最高の眺めです。また、
広々とした園内やその周辺には、伊賀流忍者博物
館や芭蕉の旅姿を模した俳聖殿などの名所・旧跡が
充実し、１日ゆっくり過ごすことができます。
　夜になると園内にぼんぼりが灯ります。幻想的
な雰囲気の中、夜桜見物を楽しんでみてはいかが
でしょうか。

と　き　３月下旬～４月中旬
ところ　伊賀市上野丸之内
アクセス　伊賀鉄道上野市駅下車すぐ
問合先　伊賀市観光戦略課　☎0595-22-9670

　満開の桜をお楽しみいただきながら、亀山城周
辺の文化財や、関宿の町並みにもお立ち寄りくだ
さい。４月13日（日）には、「亀山市桜の名所と歴
史ロマンを訪ねる」ウオーキングも開催されます。

●亀山城桜まつり
と　き　４月６日（日）午前10時～午後３時
ところ　亀山城多門櫓周辺（本丸町）
内　容　子ども写生大会、ふれあいブースなど
アクセス　�東名阪自動車道「亀山IC」より亀山方面

へ約10分

●観音山春まつり
と　き　４月13日（日）午前10時～午後２時
ところ　観音山公園一帯（関町新所）
内　容　宝さがし、木工教室、各種バザーなど
アクセス　�東名阪自動車道「亀山IC」より関方面へ

約10分
問合先　亀山市観光協会　☎0595-97-8877

▲上野公園の桜
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斎
王
に
よ
る
禊
ぎ
や
平
安
時
代
の
絵
物
語

を
再
現
す
る『
斎
王
群
行
』…
遥
か
千
年
の
悠

久
の
時
代
を
こ
え
、
今
年
も
鹿
深
の
地
で
甦

り
ま
す
。
斎
王
に
よ
る
禊
ぎ
式
や
可
愛
ら
し

い
童わ

ら

女わ
め

に
よ
る
舞
、
華
や
か
な
道
中
舞
を
繰

り
広
げ
な
が
ら
現
存
す
る
唯
一
の
国
史
跡

「
垂
水
斎
王
頓
宮
跡
」ま
で
約
３
㎞
の
道
の
り

を
、
総
勢
70
余
名
が
雅
な
平
安
衣
装
を
身
に

ま
と
い
厳
か
に
進
み
ま
す
。

　

幻
想
的
で
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
平
安
絵
巻
の

世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
：
３
月
23
日（
日
）

11
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所
：
大
野
小
学
校（
お
発
ち
式
）～

垂
水
斎
王
頓
宮
跡（
お
着
き
式
）

11
時
30
分　

禊
ぎ
群
行

（
大
野
小
学
校
体
育
館
前
～
夢
の
小
川
）

12
時
　
　　
禊
ぎ
式
・
お
発
ち
式（
夢
の
小
川
）

13
時
　
　　
斎
王
群
行
お
発
ち（
旧
東
海
道
）

13
時
30
分　

童
女
の
舞（
市
場
区
民
広
場
）

14
時
15
分　

道
中
舞（
前
野
集
会
所
西
広
場
）

15
時
　
　　

お
着
き
式（
垂
水
斎
王
頓
宮
跡
）

※�

雨
天
時
は
全
て
の
行
事
を
大
野
小
学
校
体
育
館
で

12
時
か
ら
行
な
い
ま
す
。

※�

途
中
で
天
候
が
急
変
し
た
場
合
は
、
取
り
止
め
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▲満開の桜と亀山城多門櫓

あ
い
の
土
山

斎
王
群
行
開
催

第17回

◆�

甲
賀
市
を
活
動
の
拠
点
と
し
て
、

自
主
的
に
活
動
す
る
団
体
や
グ

ル
ー
プ（
イ
ベ
ン
ト
の
実
行
委
員

会
や
サ
ー
ク
ル
活
動
を
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
な
ど
）が
年
間
登
録
を

す
れ
ば
利
用
で
き
ま
す
。

◆�

政
治
・
宗
教
・
営
利（
塾
や
教
室
な

ど
）を
目
的
と
し
た
団
体
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

◆�「
自
分
た
ち
の
家
」で
す
。
管
理
人

が
い
ま
せ
ん
の
で
、
利
用
団
体
の

自
主
管
理
・
自
主
運
営
と
な
り
ま

す
。

◆�「
次
に
使
う
人
の
身
に
な
っ
て
」利

用
す
る
の
が
マ
ナ
ー
で
す
。
ゴ
ミ

や
タ
バ
コ
の
吸
殻
な
ど
は
す
べ
て

持
ち
帰
り
で
す
。

市
民
活
動
の
拠
点
に 

～
年
間
登
録
の
受
付
開
始
～

　「
自
主
活
動
セ
ン
タ
ー
き
ず
な
」は
、
水
口
郵
便
局
前
に
あ
る
施
設
で
、「
私
た
ち
が
決
め
て
、
私
た
ち
が
守
る
」を
合
言
葉
に
、
利
用
す
る
み
ん
な
が
自
主
的
に
管
理

を
し
な
が
ら
、
イ
ベ
ン
ト
の
実
行
委
員
会
や
サ
ー
ク
ル
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
36
の
登
録
団
体
が
こ
こ
を
拠
点
に
そ
れ
ぞ
れ
自
主
活
動
を
行
っ
て
お
り
、「
自
主
活
動
セ
ン
タ
ー
き
ず
な
運
営
協
議
会
」で
、
み
ん
な
が
安
心
で
き
て
使
い

や
す
い
よ
う
な
ル
ー
ル
を
決
め
た
り
、
登
録
団
体
の
交
流
会
を
開
催
す
る
な
ど
活
発
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
場
所
を
探
し
て
い
る
団
体
や
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
、
一
緒
に「
自
分
た
ち
の
家
」と
し
て
利
用
し
ま
せ
ん
か
？

年
間
登
録
団
体
を
募
集
し
ま
す

　

募
集
要
領
・
申
込
書
は
、
き
ず
な
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
室
、
旧
支
所
の
地

域
市
民
セ
ン
タ
ー
、
市
民
活
動
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

●
募
集
締
切　

３
月
13
日（
木
）必
着

●
申
込
・
問
合
せ
先

〒
５
２
８

－

０
０
０
５

水
口
町
水
口
５
６
７
６
番
地

自
主
活
動
セ
ン
タ
ー
き
ず
な
運
営
協
議
会

☎
／

 

６
３

－

７
３
１
０

（
不
在
の
場
合
）

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
室

☎
６
５

－

０
６
８
７
／

 

６
３

－

４
５
５
４

年
間
登
録
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

年
間
登
録
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

３
月
９
日（
日
）10
時
～
12
時

●
場
所　

自
主
活
動
セ
ン
タ
ー
き
ず
な

ビ
ジ
タ
ー
利
用
募
集

　

も
っ
と
多
く
の
皆
さ
ん
が
利
用
で
き
る

よ
う
に
、
年
間
登
録
を
し
て
い
な
く
て
も

利
用
で
き
る「
ビ
ジ
タ
ー
利
用
」を
実
施
し

て
い
ま
す
。

●
使
用
時
間　

８
時
～
22
時

●
利
用
対
象
団
体

◦�

甲
賀
市
を
活
動
拠
点
と
し
て
自
主
的

に
活
動
す
る
団
体
、
グ
ル
ー
プ（
け

い
こ
事
な
ど
の
団
体
も
利
用
で
き
ま
す
）

◦�

政
治
、
宗
教
、
営
利
を
目
的
と
し
な

い
団
体

●�

使
用
1
か
月
前
か
ら
国
際
交
流
協
会
の

事
務
局
で
受
付
を
し
て
い
ま
す
。

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
10
時
～
17
時
30
分
）

▲登録団体で年２回大掃除をしている様子

ル
ー
ル

自
主
活
動
セ
ン
タ
ー 

き
ず
な

問
い
合
わ
せ

自
主
活
動
セ
ン
タ
ー
き
ず
な　

運
営
協
議
会

 

☎
／

 

６
３
―
７
３
１
０

（
不
在
の
場
合
）

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
室

 

☎
６
５
―
０
６
８
７
／

 

６
３
―
４
５
５
４

問
い
合
わ
せ

あ
い
の
土
山
斎
王
群
行
実
行
委
員
会
事

務
局（
あ
い
の
土
山
文
化
ホ
ー
ル
内
）

 

☎
６
6
―
1
6
0
2
／

６
6
―
1
6
0
3
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